


































































































久験 卜|まタリ邑腫″省び し卜 如人lたノす
なЙ,     生 ゛人ここバしい・ι
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在日採 |〔夕|＼ lブ1し 、 また」′チ輝彦ヨ丹左以チト1ミノ″負白
れ晴筋で｀ぁる口物筋にも1司維 の名蒻ミ雹わLと言k
置 ヒ′久馬離 で考気 ん吉L ak電九2の位 こ 左Z種ぅむヒ
た 。
夕l永ltよりとじたまな澤む協放雹oタス十/ダン哲































1年0～3牛0状7と′軟 口豊 筋 の 反 た が 頑 血永 1看%よ
りもイムいミしが認ふられたこ回ぢ―ハ′ЬD。











孝頑′夕、イt'`:lψ夕1′′l夕tぞ|ミ ノグι の後 脅婢 盆 ′lJ多,′;i〔:__
者と11稼に|ョは1´夕朝β左闊彦4潤髪勁努ハうイクz
理型 浙 族 切 ノ″嗜 で











































ケれ わ 。江 人夕1教嗜 切み た 笏汝 Z切核 ャ なえ
スすると/久2ドネ、たも |〔外筋ともみ角
アヤ仁ノ希咽′ヤ鮮ノ迷ノし替イムネ1なの吸卜孫ャの
うな 七然乃ノノイ,多嗜 lミ抜 3の午 くみ 脅ル
鯰剌ラク′li〔嗜バ後嫁二くノ毛岨ノ羞μtta刻教 ク













ス験 工と口株 ドォノブタノ′レ丞脅 下ぞ｀″1教








力欠宅寸t ttL ・ 9)
旦J匹三堅翌里主 |くム FLタス |(〃乞:い′ タト鼻 手しか シ
イ民 k "´口浮上ィ






に´仁 lく l■ノ剌荻屹鷹 乙制舞 興た■薙 久々
にこヒわた。イなわちノリ・ 乞ノθ7に′たlく
拶久た ■ 七f望翌 よ ぞ女 ィし十 多ズ祓 と/瘍孜之 色生些
|ミ・ノた |くそ二■2-■8■に友4ヒすろ久ャ徐乞右フた
οみ蠣 月生のこ動 量濾 与幸7ょソ
坐 磁ガ〕す″ぢのと″                 //





茨疑 l た ( 厖Il ノθノ  も
よた多 ソコ艦闊麟 長勁 )ミ関事・する%珂′夕篠 /
考咽ス才ふさFりした計縣たバ家湘 レベ′L々゛ユ い1(4
1凰lZ毛切 にす口毎1(裸クイ 左及ぼす力ヽt蔵言ヤすら
ため |(′ メ訂呻経 の薇 卜木1漱(源色えゃ経 一千唱
外懸た/■岨神往 一北ミ■鮭 ノ此 ミ神こ~顔負
オキ(左)シiしヽ ′乏の阜咽WL髪つ功の本素札をJ塾夕空







深1夕なぞみ1彰翅歿之 乞′倉冬 に琵 人 寸 ろ と′図 ′′-4
´ヤロ(・OHZ小下 つ イム少女友ネ1勇吹で｀は阜 ロロ離 はオJ
寿矢1・たじてゎず｀かlヽ闊7で,性の用ん真ォネ逓発騎左呈
竹うにもどた、ヽ次ノ赤1券槻皮t自大lミる半ヽ｀その
是 t力量 に 増 /ll■を 竜尽 め ′ ヱ
OHZゼ｀|ょ    甲唆型型






















九 色費工 申1新時は与 Eゝ「弘の
乙開様 今 ■7//以する兼 式ゼ｀ キ市


















ス盈、夕ヾ,形;ノミ t /  60-70H2 て｀・marked■oyl聖呈nil色 と し久









|ょ2-4vぞ上聾塾型整三型eVement"2多し /オ1教る た バ多八
ιQ/半しヽ|ダ〃 及 ぼ多多′歓 これ ′縣,■⊆ ざ _撫Fked
_ltと、た。Й″|夕1荻イア1ぞtt tt μlオ1荻




































る´・バ熱 ヵヽられ た 。
自 惨1 |´ラタ(4′」で
｀
|■ /ノ多メインラゎ考 ヵヾ 多ラ″LL t′30-49HZ
ぞれか闊あスト多ろЛが後察これた(IД/ケ /ー3リ
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しり核Jて多 レ』ル色l調は へ11'らど｀物 聟 (運動量の
相 力■)乞畿 め な 水 った 。 し卜 し′ネスト数 経 剌
'男
くにな ぅと鳥a全員.夕育導ヵヾ tWO~f。・d ぁ状｀有意a■
|ろのバれ県これた。すなゎちノ電姻神経剌
























ホ1荻〕キとしt報 (ヽ′ ロハリ )ヽミ吏勁
tの相力、力ヾ与これる場たtttLttt人た。すな
わち′図 lヽの■ヽ く囁負前者級 とそⅧ神るい オ隻た
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神 経 ホ1秋峙 の _:書卜B困鳳I,1是,霊シゥ林 式 菌 ノlゴ1しう年ミ、計
6■未t漱峙は 鼻 咽 l=か鳳屋 か ぅ トスィ元 にな 上 す
















よラl・ ′″ 例ズタ診 ′名をン』″盗 ノ之濠ミえ十盗 豫1教
のほlt硼″承バ多′嫉ぜスることバ観各モ木た




















の解刹 学的属■ん ち ろ い まヽ機 令ヒス験 ド よ りBAシ
うヽ lこ これ てヽヽ る 。
tかし′ 口五帆券筋ノロ温i筋′上 ふヽ颯へ
終ら晰 の二動スキェ 女画む卜関 t【1なネだ
｀
ス猛記 の な
い痴 こゼ｀ある 。颯 聾型4聾 製 塾島 И痴 キ
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″このよフ|(秋口1傷=筋η髪拗ノィ金久フみ|く関し
漁 向 ノ帝 IEノ七 た ノ勢1費0とが 考 た こ れ て こ た
t´´ μ嘔説 は な くF中■も 駐色費 縫 Л図 手の有
無ド関tては稚た論歌が｀なこれてきた。
人 わ多 咽 誰 ほ 主 ド Lとヤヽ ぢ 協 LL岨颯 惧 飾
バ格これることは異諭
方ス、徐ぞ|さ口五帆挙筋
と上DB鶏覇ス鮨筋|ミ言L鰊電れ を設 置すみと≠ !ヽ




久編積動物 ヒt4ムヰみ7■ノ し卜の鼻 ロヽハi千り得
1(蜘イ求古bこ考Lられろ休セ根をη いた、す22)
なわ ち ノ 旦9'・a tl整|百ま天′釉 ノ カ1た｀ ぞ應鼻 岨 腹 丁≡1
Lの商勧確のた′イに|(″ガ′ス・Isんぃものっ


























とする筋に庇彙 |ミ 電極 は讀こ ミえた 。
二些萱 望 里 われ 碁 ぞ lま ,ギ¬ヽ2管__のた蒟 t鼻
b目「■上部円■こ ttめノ同 じ 4立置か ら鳥 蠍 ぜ さ
るよ ぅ 単 翼持 で
｀
控 咀 左杉 ぞ
｀
口 た し ′SCORlのュ


















弓員た漿尾島斐ヒ物 のユ 動妄ゃ径 女面白を初 め て朝 らか |く
しノそた。
→衷議緯果Fつヽヽ て
力負風神 経 ノ七・ 日袖お≧ ,光たジゃぉ狂の覧 kオ1塀矢
1・ よ り鼻 B邑に 開盛 囁i協か ら 平ヨた"ム乳2犠
索 tノ 施 太が｀ラ宇矢rぉ嗜 ろ誘 を噺 放 電 のキ晨ヤ嗜







費 総 支醜 に関 ヽ
(臨赤 上の論 議 の的 とな フ
23
た嫁口Zみ痺と%絢計″麻婢とη闊墓性にヮ
い て1まノ輛 工 のよ うな和対 す ろ象 七 バ えられ
ろ°す なわ ちノ里 里 里 I里lぐ内 耳並歯 ノ虎 角神
征 嗜 内 ざのデケ:L伯ジネ|}経薄宅イ″1く薇 夜シ;こ|このサフ町
イζll卜お ヽヽ て も軟 日1::_風
と tι、ヽろ 。´ブノ型望




1ヽ生み 角費後 ホ痺 の中 で｀ 醸諄奮軟 口h麻号の徹 た
と吉ためて、ヽろ。 tかし′ヱ常|11マダもヽ豊電Lがヽ



















亀神経ふ長 |の現↓ tヽに関 すろ両たのオ竹は
説ヨl虫来ろ。
本家燕議ミ∩誘オきヽ翻寅回熟見と豊壺ア   1り
らあ各キ晃刊学Ъリテπたとをメドt考乙ろ とノη遷≧申陀
挙筋 ノ ロ豊垂 均 ′上 Lヽ■収泌ヽ協aこ動神 経 夫
配 は ′t咽識経 と七 人数 紙 を｀・ ク以 これ る咽 嗅
な 経 畿 か らのこ動 峯繁維 と舟襲衝神 経 也来の こ動
`泉
































ぁ る とヒ/Fo■ex年947)7_至lreら(1211主も妥励 ぶ梁雄 を
か絡も″ ヒ tてヽ ろ。ノ迄フて′ FttattFerら1式
//NofaCia■is 
―
 N.petrosus ma].一 cang・ion
pterygopa■atinum  
一
N.pa■tinum min.      ヽM.uvu■ae
/M・・e理J堅型型L…  と、ヽ ライ左ル仕た稚 〃ltt
い ろ。 これ F澪し 1翌2三主主三_t12旦旦1;整堅 12里9fLIま
族 穐神 経 ふ 岳 t芳げ スR韓心多文′恥 党』 駄 ′水
党薄宅′専択口茎麻昇等のス焦泉殉Lt力黛試した
終昔導L′    ♪!:三pililiS  ~     ChOrda tympani      ｀Gang■ion









  N.pa■atinum mine
‐ 0(
といク徽乞■計理するあ胎i孝〃Jtて







とい な 晰 ′上 唱 E負収縮 J_Aつ神 経 燎 組 の れ 祟












£孝,仁に上 下白りな和 違 が あ ぅ ことはな 倉神 経





の 1嘲虚莫千夕籠 t tt tた。 す らわ
崩 面秦 乙中|夕敦時 の がバ 号 bロスキ絶 剌 ダ駄 B寺よ
こ動 キ ∫ユQ閉左真都 位 )バ上
`L IFィ
ユ ニ す る












に千Z′iすろ。 tかし′ 十1イ ほ′え倉″維鷲‖蒻k晴
に斗らスキゃ経申1プ敦晴と't中欠t(り日ぅ外lt生すっモわ綱カコバ存これるこのこれ客4えた。このう
た ば前 ι ∩ 纂ぅ な r電_19FIぅ朗税 -7夕を L呈


















. じ 卜 ■・1■Ca■nan(■96■)`η′ ム劇(■973)りらバタラ所物k
化ヤ・く″森了となイタてい|す 乙′ノ象′´月を乏ザち株五








えられ らが｀′ 月し来 こあJょ蜂 ロロ鷹 すら1乳の増 人 に
よりた者看 ´鼻咽 月il引ん興不ハ こ4へうすす みもの
コ ム 4、ヽ る 。 tかしノ 花 ′t堵→
`|``ぅ
がヽづ:り、特 t
た十bく ノ騰 導多β号にnasa■gFimlceやコ嘱望 後 索 こ
、ヽ,た,4,ルえ面 力遊看勃こ発aくt協議日=モろ ミ











a物を1・事リカ 衡髪聾効に協調 tて款 咆主の選二
動が生 じ′ 疇 下峙 |・ l〔者咽′止 た神こ の働 ミ
|・ よりなん′咽E駐の遅動に協調tて転DLL
τカバ左ず う この 一つ´イ八さん2えててぃス。本
京:識る三→鷲の よ う こ｀′顔 自身→
`た
ホlf字尺〕ぅと千 島自ノれズづキ(へZ=麒晴ギ餐_辟:|「弘::望::[:::::】_ηかn与え導ぎっく｀″、3こと|








B神饉 /土こ神 鮮 女画乙で｀あ り/再1費総 女角色







鼻 D日月1目ん玖スかえ 色業捧 す る うえ て｀オ 硼 毎才旨
だ11争んかも′つと〃んる。
工 (b権
鼻DR諄開誠 爪こ常 の末梢 塁動徴 るたえ5色のイ=
含主こ角431すう にあ/ヒト と阜 岨1=W//ntバ業スィ吠
t換イスセИチミた昴いて誘老伯わ電こ□男致l仁ざソ′SI¶
ε真島桑塁Ъl o遵電ハスカ静ミ更画色L ttLギてノさら1く 冶
～
ふ左剌 ラな時 の 鼻 DB lL£秒 ら 樵 刹
より観察ヒノ水のくモ果とイ尋た。







ノ }司例 の場 湘座媚んえ闊 え筋か う単メ突のム
Jルt雑
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六ネlJ牧時 の 筋 荻 え の係 ャ は ノ
スあヒも″御′´″7::;洒ノ1``[::′チ::i、〃鮮rl荻′弦
r彪バt′ ンタ瘍嗜ほ夕1衛ォ後,|′痴孝〆■.6-2.3 msec Lニアイあのキぞ｀ウ7tけZくノ・召ご
媚ノん仁計金″1教 ヴ´にィ孝tく為ろ4パタん
シ｀ られ ア・ .
b六上′を巧|た呵lfより′)レロに引″夏闊墓笏
′ 勧 ほ力れ約ル 嬌 ′七 ン』村
`ゑ
′と た昇f¢に よ
1)久湧ι&吼り′融|ス1盆矢出しい 乃 い こ とバ｀ リハし
が |て ん った 。


























た,七ミ 元ー亀色)にか )｀ノ 入キ1叫誰i友
ド増強ミ沢ず/卜寸経中|み峙の川顔ネ}仏
がLTり,F■ぅことが少いnヽた o
tか /ヽろ鳳4キ |こざリネ訟 獄緯l卑|ジ詩ヽ〕キlヽ 墨ゞン
動量の相allが｀たtれら易倉も誤ぁヽられた
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●DOES THE FAC工AL NERVE TAKE PART IN THE VELOPHARYNGEAL MOVEMENT?
(EXPERIMENTS■工N REESUS MONKEYS L
」UNTARO NISH■0
The ■st Dept◆ Of ora■ nd Max■■■ofac■a  surgery′
Osaka University Denta■ schoo■′ osak ′ 」apan
The purpose of this studies ■s to c■arfy th  motor nerves
which supp■y to the ve■opharyngea■ musc■es and the patterns
of the ve■opharyngea■ movement.
Exper■ments were performed with anesthetized rhesus ttonkeyS′
then the evoked EMG were ana■yzed′ using stimu■tiOn technique
to the cran■a■ nerves′ in m.■evator ve■i pa■tini′ m.uvu■ae′
and meconstr■ctor pharyngis supo which seem to cOntr■bute
the ve■opharyngea■ c■Osureo And the patterns of the ve■o―
pharyngea■ movelnent were observed wュth the nasopharyngea■
fiberscope inserted the upper pharynx through nOstri■e Some
of resu■ts were as fO■■Ows.
■。 So―ca■ed M―wave ■n the evoked EMC was recogn■zed in
se■ected three mus■s■n stimu■ation to the fac■a■ nerve′
the g■ossopharyngea■ nerver and the vagus nerve except
・thel)accessory nerve.
2. Tossed movement gathered from a■■ the wa■■ Of the ve■―
pharynx were observed in stimu■ation to the gossopharymgea■
nerve and the vagus nerve′ whi■e the ve■opharynx was c■osed in
a p■ane sursace at the upper part Of nasOpharynx in stimu■ation
to the fac■a■ nerve.
3. The ve■opharyngea■ movement was more active in stimu■ation
to the vagus nerve′ the g■ossopharyngea■ erve′ and the fac■a■
nerve ■n this ordere
This studies revea■d that the fac■a■ nerve was the most
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